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跡と考えられる。

吉身北遺跡の 3棟の住居からは滑石製臼玉、臼玉製

作途中破損品、未製品、勾玉、宥孔円板、剣形模造品、

管玉、紡錘車、剥片、チップなどが出土しており、玉

{乍りがおこなわれていたことが考えられる。

⑨阿比留遺跡

小島町に所在する。古墳時代から平安時代にかけて

の複合遺跡である。古墳時代においては 5世紀中頃か

ら6世紀にかけての住居が15棟以上確認されており、

集落が形成されていたことが窺える。それらの住居か

ら滑石製臼宝、白玉製作途中破損品、未製品、有孔円

板、剣形模造品、剥片、チップ、緑色凝灰岩製管玉な

どが出土しており、玉作りがおこなわれていたことが

考えられる。

⑬間遺跡、

同町に所在する。古墳時代から鎌倉時代にかけての

複合遺跡である。古墳時代においては 5世紀中頃のカ

マド導入前後の持期から 6世紀前半代の住居が22棟確

認されており、集落が形成されていたことが窺える。

6世紀前半の住居から清石製自玉、臼玉製作途中破損

品、未製品、紡錘車、科片、チップが出土しており、

玉作りがおこなわれていたことが考えられる。

⑪経由遺跡

今宿自Iに所在する。縄文時代から古墳時代にかけて

の複合遺跡である。古墳時代においては後期の方慕が

3基確認され、そのうちのSX-1東辺溝から滑石製の

勾玉、ガラス製の小玉が一括して出土しており、未製

品などが出土していないことからも何かの目的で使用

された可能性が考えられる。

⑫金森東遺跡

守山町に所在する。弥生時代から中世にかけての複

合遺跡である。古墳時代においては前期から後期初頭

にかけての住居が35棟以上確認され、長期間にわたっ

て集落が形成されていたことが窺える。そのうち 5世

紀前半の住居 1棟から滑お製臼玉、臼玉製作途中破損

品、未製品、勾玉、紡錘車、剥片、チップ、緑色凝灰

岩製管玉が、 6世紀前半の住居から滑石製臼玉、勾玉、

有孔円板、管玉、制片、チップなどが出土している。

いずれの住居からも未製品、剥片、チップが出土して

いることから玉作りが行われていたことが考えられる。

⑬古高遺跡

古高田Iに所在する。弥生時代から古墳時代にかけて

の複合遺跡である。吉墳時代においては 6世紀代の住

居が6棟以上確認されている。それらの住居からは滑

石製白玉、臼玉製作途中破損品、未製品、有子し円板、

剣形模造品、管玉、総片、チップ、砥おや、紅簾片岩

製のお鋸が出土していることから玉作りが行われてい

たことが考えられる。

つ
d 

⑬吉身西遺跡

守山町に所在する。縄文持代から平安時代にかけて

の複合遺跡である。 E古墳時代においては 6世紀代の住

居は堀立柱建物が多く、 10棟ほど確認されており、集

落が形成されていたことが窺える。またその範囲内に

円墳と方墳があり、居住域と墓域が近接していたこと

がわかる。これらの住居からは滑芯製臼玉、臼玉製作

途中破損品、未製品、有孔円板、剣形模造品、管玉、

剥片、チップ、紅簾片岩製の石鋸が出土していること

から玉作りが行われていたことが考えられる。

3.まとめ

以上のことをまとめると次のようなことがわかる。

前期においては滑石や緑色凝灰岩や碧玉など多様な石

材を用いて生産している。これは酒寺遺跡や、播磨回

東遺跡の状況からだけでなく、伊勢遺跡の一括で出土

した玉類の石材から明らかである。それ以降、中期以

降においては滑石のみを用いて生産しているようであ

る。吉身南遺跡、吉身北遺跡、阿比留遺跡、岡遺跡な

どではカマドの導入がみられたり、製境土器、鉄淳、

初期須恵器が出土していることから、 5世紀中頃にお

ける渡来系技術の伝播の一環として滑石を用いた玉作

りの技術も導入されたものと考えたい。また守山市内

においては使用、いわゆる消費をしていた痕跡を残す

遺跡は少なく、生躍をしていた遺跡が多い。生産の様

相に関しては一般の集落内で生産が行われ、生産体制

は必要に応じて製作したような小規模のものであり、

専業集団の集落は存在しなかったと考えたい。このこ

とは吉身北遺跡の住居全総数約60棟のうち玉作り工房

が 3棟しか確認されなかったことからも言えよう。

このような成果をふまえて、今後草津市や栗東町の

資料も含めた野洲]11流域全体の玉作り遺跡の検討が必

要と考えている。(大関 由記子)
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